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 本論文は 5 章から構成されている。 
 第１章は序論であり，骨セメント開発の歴史や，生体活性及び抗菌性の発現機構，こ
れらの性質を付与するための従来の手法やその課題，本研究の目的が述べられている。 










































学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は抗菌性と生体活性を示すモノマー等を添加することで，両者を併せ示すセメ
ントを得るとともに，生体内での応用に求められる機械的特性を維持するための条件を
添加物の量や架橋構造の観点から明らかにし，生体硬組織修復用の複合材料設計の観点
から有益な知見を与えるものである。 
 審査委員からは細菌の培養時間による抗菌性の違い，他の抗菌性セメントと比較した
場合の優位性，生体応用に適したアパタイト層の形態などに関する質問がなされ，いず
れも著者から明快な回答が得られた。また，公聴会においても，多数の出席者があり，
種々の質問がなされたが，いずれも著者の説明によって質問者の理解が得られた。 
 以上により、論文審査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
